
様式第８号（第１１条関係） 

 

松本市地域づくり推進交付金実績報告書 

 

令和 ７年 ３月 ３１日 

 

（あて先）松本市長 

 

（申請者）  松原地区町会連合会 

 

１ 交付決定額  

 

２ 本年度実績の報告 

①  本年度の交付金事業の報告 

①  事業名： 防災活動支援事業 

実 施 主 体  松原地区公民館・町会連合会・地区防災防犯部会 

実施日（期間）  令和7年3月5日（水）で実施予定であったが、降雪のため中止 

実 施 場 所  山梨県立防災安全センター 

事 業 概 要 

 座学で講話を受講した後、実際に地震の揺れの体験や火災の際の煙の体験を通し

て防災に対する知見やノウハウを高める予定であった。 

 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 近年、各地で地震等による災害が多発しているので、いつ発生するかわからない

災害に備えて、地区の防災力を高めることができる。 

 

課 題 
 平日実施のため、仕事をしている方の参加が困難である。 

 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

０円 ０円 ０円 ０円 

ａ ： 本年度の交付金額のうち、この事業に充当した額 

ｂ ： 前年度の交付金の繰越額のうち、この事業に充当した額 

ｃ ： この事業に充当したその他の財源の額 

 

②  事業名： 高齢者サロン支援事業 

実 施 主 体  松原地区在住の有志の方々・地区生活支援員・町会連合会 

実施日（期間）  年間 

実 施 場 所  松原町内公民館他 

事 業 概 要 

 町内公民館他で地区の高齢者を対象のいきいき百歳体操の実施とまつばら食堂

（６５歳以上の方対象）の運営を支援する。 

 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 地区内の高齢者相互の会話を楽しんでいただく機会を設けることで、コミュニケー

ションの活性化を図り、地区全体で高齢者を見守っていく絆づくりにつながった。 

 

Ｉ 金 ５５０，０００円 



課 題 
 高齢者サロン事業の地区全体への展開がまだ不十分なので、今後は他の会場を見

つけ出し、参加できる人を増やしていく必要がある。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

８４，８４５円 ８４，８４５円 ０円 ０円 

 

③  事業名： 生涯学習支援事業 

実 施 主 体  松原地区公民館・町会連合会 

実施日（期間）  ４月15日（金）、５月15日（水）、９月１９日（木） 

実 施 場 所  弘法山、忍野八海、上高地 

事 業 概 要 

 地区住民が一緒に視察研修に出掛けることで、閉じこもりを防止し、社会参加促進

に寄与する。 

 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 地区住民が一緒に視察研修を通して学習活動を行ったことで、学習意欲を向上さ

せることができた。また、地区住民の交流が促進され、絆づくりに結び付いた。 

 

課 題 

 視察研修においては、バスの乗車定員があり参加したくても参加できない人が出

てしまう。また、参加者が同じ顔ぶれになる傾向もあるので、大勢の人に公平に参加

いただける方法の検討と参加できなかった人へのフォローをどうするか検討が必要

である。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

92，600円 ２１，600円 ０円 ７１，０００円 

 

④ 事業名： 地域包括ケアシステム推進事業 

実 施 主 体 松原地区地域包括ケアシステム推進委員会・町会連合会 

実施日（期間）  ５月２３日（木）、９月２８日（土）、１２月７日（土） 

実 施 場 所 松原地区公民館 

事 業 概 要 

地域包括ケアシステム推進委員会が主体となって、町会連合会の理事を中心に地

域包括支援センター、地域づくりセンター、公民館、福祉ひろば、生活支援員、地区

担当職員を含め、地区に必要な地域包括ケアシステムを推進する。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

地域包括ケアシステムの説明と老い支度講座、看取り講座を開催して、住民相互

の助け合いを増進し、地区住民の結びつきを深めることができた。 

課 題 

今後ますます高齢者が増加するに伴い、フレイル予防、認知症対策等の需要が高

まるので、住民相互の助け合いでできる具体的な生活支援、介護予防策等を検討し

ていく必要がある。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

69,600円 69,6０0円 0円 0円 

 

⑤ 事業名：第２ふれあい健康教室支援事業 

実 施 主 体 松原地区福祉ひろば・町会連合会 

実施日（期間） 年間 

実 施 場 所 松原地区福祉ひろば、地区公民館 



事 業 概 要 
ふれあい健康教室より体力は必要としないが、若干の運動程度ならできる（やりた

い）高齢者を対象に軽い体力づくり等の講座を実施する。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

体力が衰えつつある高齢者に楽しく体力づくりをしていただくとともに、相互の交

流を図り、地域におけるフレイル予防に寄与することができた。 

課 題 

コロナ禍で事業が一度中止になり、その後再開するも参加者が戻ってきていな

い。また、年々参加されていた方が高齢化のため、減少傾向にあり、フレイル予防が

必要な高齢者は増えていると思われるが参加に結び付いていない。事業にどうした

ら参加してもらえるか講じることが必要である。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

４５，089円 45,000円 0円 89円 

 

⑥ 事業名：子ども育成・子育て支援事業 

実 施 主 体 松原地区公民館・町会連合会 

実施日（期間） 年間 

実 施 場 所 松原地区公民館他 

事 業 概 要 

地区の小・中学生を対象に、長期休み中のバス研修や地区の大人から野菜の育

て方を学び、収穫した野菜で料理を教えてもらう講座やこども食堂、ラジオ体操、卓

球教室などを行った。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

コロナ禍が過ぎ、様々な事業を実施することができ、子どもの健全な育成に寄与す

ることができた。また、子育ての一環を担い、将来の松原地区の地域づくりの土壌整

備や地域の活力向上を図ることができた。  

課 題 

参加者が子どものため、けが等注意が必要になる。それを恐れるあまり事業が縮

小してしまうこともあるため、安全に配慮しつつも一年を通じて事業を継続できるよ

うにしたい。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

175，４９７円 １０７，６９７円 ０円 ６７，８００円 

 

⑦ 事業名：モール活性化支援事業 

実 施 主 体 松原モールぷろじぇくと・松原地区町会連合会 

実施日（期間） 年間 

実 施 場 所 松原ショッピングモール 

事 業 概 要 

松原ショッピングモールのシンボルのからくり時計台にちなんで、時計台コンサート

を実施した。また、地区の象徴的な施設である松原ショッピングモールの清掃を行っ

て美化向上に努めたり、入口のアーチを修理したり、時計台の補修を行ったりした。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 かつての人が集い賑わいのあった松原ショッピングモールを復活させるまちづくり

の一環を図ることができた。 

課 題 

 一度コロナ禍において、人を集めるイベントを中止してしまった中、再度開催をして

人を呼び戻すことが大変困難であるが、地域振興を図るための集客力のあるイベン

トを模索していきたい。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

９３，７８９円 ７８，２６８円 15，５２１円 ０円 

 



※ 事業が４以上ある場合は、枠を増やして記載すること。 

 

決 算 額 ( 計 ) 
（①＋②＋③） 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 
財 源 内 訳 

Ａ Ｂ Ｃ 

   5６１，４２０円    ４０７，０１０円     １５，５２１円    １38，８89円 

Ａ ： 各事業のａの合計額 

Ｂ ： 各事業のｂの合計額 

Ｃ ： 各事業のｃの合計額 

 

⑵ 本年度の積立実績の報告 

事業名： 防災備品 資金積立事業 

積 立 目 的  災害に強いまちづくりを進めるために、地区で防災備品を購入して整備する。 

積 立 期 間  令和４年度から 令和７年度まで （本年度３年目） 

積立ての 
目標金額 

５７５，０００円 

積 立 実 績 

区分 積 立 額 
積立事業への 
積立金充当額 

差 引 累 計 

前年度 

までの 

積立経過 

１年目 165，０００円 ２６７，８６０円 ２２７，１４０円 

２年目 １６５，０００円 ０円 ３９２，１４０円 

３年目 円 円 円 

４年目 円 円 円 

５年目 円 円 円 

本年度の積立実績 Ｄ     ８０，０００円 Ｅ          ０円 Ｆ    472，140円 

合 計 額 ４１０，０００円   

本年度積立金を充当して実施した事業の概要 

 実 施 主 体  

 実施日（期間）  

 実 施 場 所  

 事 業 概 要 

 

 

 

 
地 域 づ く り の 

成 果 ・ 効 果 

 

 

 

決 算 額 
Ｅ＋Ｇ 

財 源 内 訳 

 Ｅ Ｇ 

   

充当後の積立事業取扱方針 

 積立継続（  年度まで）・ 廃止 

 
廃止する場合は、積立金残高（Ｆ）の処理方法 

 

Ｅ ： 充当した積立金の額 

Ｇ ： その他の財源の額 



※ 事業が２以上ある場合は、枠を増やして記載すること。 

 

⑶ 本年度の交付金のうち、翌年度に繰り越す金額の報告 

Ｉ－Ａ－Ｄ 金６２，９９０円 

  [参考]繰越上限額＝Ｉ×２／１０ 

 

３ 添付書類 

 ⑴ 事業実施が確認できる資料（チラシ・パンフレット、写真、新聞記事等） 

 ⑵ 積立をおこなった場合は、松本市地域づくり推進交付金積立承認通知書の写し 


